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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
昭
和
五
六
年
三
月
一
一
二
日
(
金
)
午
後
一
時
半
i
五
時

「
軍
備
拡
大
の
動
態
に
関
す
る
国
際
比
較
1
1戦
後
の
西
独
と
日
本

l
i」

報

告

者

プ

レ

l
メ
ン
大
学
教
授

デ
ィ

1
タ
l

・
ゼ
ン
グ
ハ

1
ス
氏

出

席

者

三

二

名

核
兵
器
の
発
展
を
中
心
と
し
た
米
ソ
の
軍
備
拡
大
は
戦
後
世
界
の
重
大
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
に
は
、
軍
備
拡
大
は
相
手
国
の
脅
威
に
対
す
る

反
作
用
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
一
九
六

0
年
代
か

ら
七

0
年
代
に
か
け
て
米
ソ
聞
に
政
治
的
な
緊
張
緩
和
が
進
行
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
米
ソ
と
も
に
軍
備
は
冷
戦
期
と
同
様
に
拡
大
し
続
け
た
。
そ
れ

は
、
軍
備
拡
大
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
外
か
ら
の
脅
威
に
対
す
る
反
作
用
と
し
て

生
ず
る
の
み
で
な
く
、
国
内
的
な
要
因
が
重
要
な
寧
鉱
の
動
因
と
な
る
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。

戦
後
の
軍
備
拡
大
の
過
程
は
次
の
よ
う
に
時
期
区
分
で
き
る
。
第
一
期
は

終
戦
か
ら
一
九
四

0
年
代
末
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
米
ソ
聞
の
敵
意
は

相
対
的
に
低
く
、
ま
た
、
各
々
の
軍
備
拡
大
の
ベ

l
ス
は
小
さ
い
。
そ
し

て
、
軍
備
拡
大
の
要
因
も
米
ソ
と
も
に
相
手
の
軍
拡
に
対
す
る
反
作
用
と
い

う
面
は
大
き
く
な
か
っ
た
。
第
二
期
は
一
九
五

0
年
代
の
中
葉
ま
で
で
あ

る
。
こ
の
時
期
に
は
米
ソ
聞
で
相
互
の
敵
意
が
昂
進
す
る
と
と
も
に
、
双
方

と
も
急
速
な
軍
備
の
拡
大
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
米
ソ
聞
で
一
方
の
軍
拡
が

他
方
の
軍
拡
を
呼
び
起
す
相
互
作
用
が
強
く
展
開
し
た
。
第
三
期
は
一
九
五

0
年
代
末
か
ら
六

0
年
代
初
め
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
米
ソ

の
相
手
に
対
す
る
敵
意
は
前
期
と
同
じ
水
準
に
と
ど
ま
り
、
や
が
て
、
デ
タ

ン
ト
と
と
も
に
敵
意
が
低
下
す
る
傾
向
が
見
え
は
じ
め
る
。
し
か
し
、
こ
の

敵
意
の
停
滞
や
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
備
は
前
期
同
様
に
拡
大
の
一
途

を
た
ど
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
「
産
軍
複
合
体
の
政
治
的
統

制
が
困
難
に
な
っ
た
」
と
警
告
し
た
よ
う
に
、
軍
備
の
拡
大
が
軍
内
部
の
官

僚
制
・
軍
需
産
業
・
寧
の
腐
辺
組
織
な
ど
に
よ
っ
て
内
部
か
ら
決
定
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
第
四
期
は
一
九
六

0
年
代
中
葉
か
ら
一
九
七

0

年
代
中
葉
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
米
ソ
間
の
緊
張
緩
和
は
明

瞭
と
な
り
、
米
ソ
聞
の
敵
意
は
一
一
層
の
低
下
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、

S
A
L

T
を
は
じ
め
米
ソ
首
脳
を
含
む
エ
リ
ー
ト
に
よ
り
軍
備
制
限
交
渉
さ
え
試
み

ら
れ
た
が
、
両
国
の
軍
備
は
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
な
く
増
大
し
続
け
た
。

軍
事
技
術
の
研
究
・
開
発
が
よ
り
高
度
な
兵
器
を
生
み
だ
し
、
軍
組
織
は
新

兵
器
の
出
現
に
あ
わ
せ
て
再
編
成
さ
れ
、
軍
事
戦
略
は
で
き
て
し
ま
っ
た
新

兵
器
を
正
当
化
す
る
よ
う
に
改
変
さ
れ
る
と
い
う
、
軍
備
の
自
己
増
殖
運
動

が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
第
二
期
か
ら
第
三
期
に
移
行
す
る
時
期

に
、
軍
備
拡
大
の
動
因
は
、
敵
と
の
相
互
作
用
と
い
う
外
的
要
因
か
ら
、
寧

産
複
合
体
や
軍
事
的
な
研
究
開
発
体
制
と
い
う
内
的
要
因
に
、
徐
々
に
重
点

北法32(2・263)607



報

を
移
行
さ
せ
た
。
そ
れ
で
は
、
内
図
的
な
軍
拡
を
生
み
だ
す
社
会
的
な
条
件

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

現
代
の
軍
備
拡
大
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
抑
止
概
念
で
あ
る
。

抑
止
政
策
は
、
相
互
に
相
手
に
対
し
て
軍
事
的
な
脅
迫
政
策
を
と
る
こ
と
を

前
提
と
し
、
相
手
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
時
に
は
必
ず
即
座
に
報
復
攻
撃
を
行

い
う
る
よ
う
な
最
高
度
の
準
備
を
行
っ
て
お
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
言
い
か

え
れ
ば
抑
止
政
策
に
従
え
ば
、
軍
事
的
に
、
常
時
、
相
手
の
不
意
の
攻
撃
に

そ
な
え
て
高
度
の
臨
戦
態
勢
を
と
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
抑
止

の
意
味
は
短
期
的
な
軍
事
態
勢
に
と
ど
ま
ら
ず
、
軍
事
的
な
研
究
・
開
発
の

強
力
な
促
進
要
因
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
抑
止
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
も
と
で

は
、
相
手
が
自
分
よ
り
進
ん
だ
兵
器
を
開
発
す
る
可
能
性
に
対
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
兵
器
の
領
域
で
可
能
な
か
ぎ
り
す
み
や
か
に
新
兵
器
の
研
究
・
開
発
が

推
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
平
時
に
お
い
て
も

高
度
な
臨
戦
態
勢
を
と
り
、
急
速
な
軍
事
技
術
の
研
究
・
開
発
を
行
っ
て
い

る
社
会
を
抑
止
社
会
と
呼
ぶ
。

抑
止
社
会
に
お
い
て
は
、
相
手
の
実
際
の
政
策
と
は
無
関
係
に
軍
備
拡
大

が
正
当
化
さ
れ
、
根
拠
な
し
に
「
敵
」
に
対
し
て
大
衆
が
激
し
い
敵
意
を
燃

え
上
が
ら
せ
る
可
能
性
が
高
い
。
米
ソ
を
二
つ
の
抑
止
社
会
と
考
え
る
と
、

こ
の
社
会
の
大
衆
た
ち
は
二
つ
の
社
会
に
流
通
す
る
情
報
を
主
と
し
て
エ
リ

ー
ト
を
介
し
て
う
け
と
る
こ
と
に
な
る
。
二
つ
の
抑
止
社
会
は
、
た
え
ず
、

軍
事
的
脅
迫
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
エ
リ
ー
ト
か
ら
発
せ
ら
れ
、
相
手

の
エ
リ
ー
ト
に
む
け
ら
れ
る
。
大
衆
は
、
エ
リ
ー
ト
が
脅
迫
政
策
を
と
っ
た

際
、
乃
至
、
う
け
と
っ
た
際
に
エ
リ
ー
ト
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
と
る
。

雑

こ
の
よ
う
な
抑
止
社
会
聞
の
脅
迫
の
過
程
で
は
、
二
つ
の
社
会
問
で
は
極
め

て
小
さ
な
情
報
が
交
換
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
各
々
の
社
会
内
で
は
極
め

て
強
い
反
響
が
よ
び
お
こ
さ
れ
、
数
々
の
「
敵
」
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
ら
れ

る
。
こ
の
国
内
消
費
的
な
情
報
流
通
は
、
政
府
や
エ
リ
ー
ト
が
「
敵
」
イ
メ

ー
ジ
を
創
出
し
操
作
す
る
恰
好
の
条
件
と
な
り
、
自
己
増
殖
を
続
け
る
兵
器

体
系
を
正
当
化
す
る
重
要
な
基
盤
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
外
部
世
界
に
対
し

て
非
現
実
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
、
あ
る
い
は
相
手
か
ら
の
情
報
収
集

の
パ
タ
ー
ン
が
歪
曲
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
現
実
と
は
か
か
わ
り
な
く

「
敵
」
イ
メ
ー
ジ
が
回
定
化
さ
れ
、
つ
い
に
は
、
戦
争
の
危
険
の
責
任
な
ど

の
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
を
、
も
つ
ば
ら
外
部
世
界
、
特
に
「
敵
」
に
転
嫁
さ
せ

る
傾
向
ま
で
が
強
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
自
閉
症
」
化
し
た
社
会
と
呼

ぶ
が
、
そ
れ
は
、
緊
張
緩
和
し
た
も
と
で
の
軍
備
拡
大
を
説
得
的
に
説
明
す

る
モ
デ
ル
と
し
て
有
力
で
あ
る
。

北法32(2・264)608

O
昭
和
五
六
年
四
月
一
八
日
(
土
〉
午
後
一
時
半
l
五
時

「
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
け
る
社
会
主
義
的
歴
史
像
と
歴
史
意
識
の
発

展
'-

イ
ェ
ナ
大
学
教
授

デ
ィ

l
タ
l
・
フ
リ
ッ
ケ
氏

(
ロ
芯
芯
同
町
巴
n
r
o〉

通

訳

伊

東

孝

之

氏

出

席

者

一

六

名

フ
リ
ッ
ケ
教
授
は
第
二
帝
政
期
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
の
研
究
者
と
し
て
令

報
告
者



法学会記事

名
の
高
い
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
歴
史
学
界
の
泰
斗
で
あ
る
。
日
本
学
術
振
興

会
の
招
き
で
初
来
日
し
た
の
を
機
会
に
北
大
で
表
題
の
講
演
を
さ
れ
た
。

教
授
は
先
ず
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
歴
史
家
が
国
民
の
間
に
社
会
主
義
的

歴
史
意
識
を
発
展
さ
ぜ
る
と
い
う
課
題
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、

そ
う
し
た
歴
史
意
識
が
、
マ
ル
ク
ス
・
レ

l
ニ
ン
主
義
に
基
づ
き
つ
つ
、
ド

イ
ツ
民
主
共
和
国
の
社
会
的
・
政
治
的
諸
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
一
定

の
完
結
性
を
も
っ
た
歴
史
像
に
依
拠
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
主

張
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
像
に
つ
い
て
次
の
五
つ
を
重
要

な
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。

第
一
に
、
そ
う
し
た
歴
史
像
は
、
具
体
的
な
歴
史
過
程
を
社
会
的
歴
史
発

展
法
則
に
則
っ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
例
え

ば
「
国
民
」
と
い
う
概
念
を
取
っ
て
も
、
従
来
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
概
念
の
検

討
と
並
ん
で
、
新
た
に
社
会
主
義
的
「
国
民
」
の
概
念
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
こ
う
し
た
課
題
に
即
応
し
う
る
。

第
二
に
、
人
民
大
衆
こ
そ
が
こ
う
し
た
歴
史
像
の
中
心
的
対
象
と
な
る
べ

き
こ
と
。
就
中
労
働
運
動
の
研
究
が
社
会
主
義
的
歴
史
像
形
成
の
中
心
に
な

る
こ
と
。

第
三
に
、
反
動
的
な
伝
統
、
例
え
ば
帝
国
主
義
、
軍
国
主
義
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
に
も
注
意
を
向
け
、
こ
れ
と
の
戦
い
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
的
な

歴
史
像
を
作
る
こ
と
。

第
四
に
社
会
主
義
的
歴
史
像
は
、
世
界
史
的
発
展
の
担
い
手
と
し
て
の
人

民
の
歴
史
を
描
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
に
は
偏
ら

ず
、
イ
シ
タ
l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
。

最
後
に
、
と
は
言
え
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
人
々
の
描
く
歴
史
像
で
あ

る
か
ら
、
ド
イ
ツ
固
有
の
伝
統
、
と
り
わ
け
進
歩
的
な
伝
統
を
探
り
出
し
、

そ
の
中
に
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
を
位
置
づ
け
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
し

て
現
に
、
ル
タ
ー
や
ピ
ス
マ
ル
ク
と
言
っ
た
歴
史
的
人
物
を
、
そ
の
進
歩
的

側
面
に
光
を
あ
て
て
再
-
評
価
す
る
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
点
に
留
意
し
つ
つ
、
社
会
主
義
的
歴
史
像
を
形
成
し
、
歴
史
意
識

を
培
っ
て
行
く
こ
と
が
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
歴
史
家
の
課
題
で
あ
る
。
そ

の
際
、
方
法
的
に
は
一
方
で
過
剰
な
実
証
主
義
を
排
除
し
、
他
方
で
主
観
主
義

に
陥
ら
ぬ
、
弁
証
法
的
方
法
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
そ
う
し
て
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
々
に
歴
史
に
対
す
る
関
心
を
抱
か
せ
る
こ
と
、
就
中
若
い
人
々
の
関

心
を
歴
史
に
向
け
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
当
面
す
る
課
題
と
な
ろ
う
。

以
上
の
教
授
の
講
演
に
対
し
、
主
と
し
て
「
歴
史
意
識
」
と
い
う
用
語
の

規
定
と
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
質
問
が
出
さ
れ
、
こ
の
種
の
講
演
会
と
し
て
は

珍
ら
し
く
、
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

O
昭
和
五
六
年
五
月
二
九
日
ハ
金
〉
午
後
一
時
半

l
五
時

「
刑
罰
は
犯
罪
を
抑
止
す
る
の
か
|
|
ク
リ
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
、
経
済
学

の

侵

略

|

|

」

松

村

良

之

氏

三
三
名

報
告
者

出
席
者

内
容
に
つ
い
て
は
、
法
学
論
集
近
刊
号
に
掲
載
予
定

北法32(2・265)609

O
昭
和
五
六
年
六
月
二
六
日
(
金
)
午
後
二
時
五
時
半

「
法
に
お
け
る
擬
制
Q
W巳
D
ロ
)
に
つ
い
て
」



報雑

東
京
大
学
名
誉
教
授

来
栖
三
郎
氏

出

席

者

三

六

名

ま
ず
、
フ
ィ
グ
シ
ョ
ン
と
は
何
か
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
ど
う
分
類
す
る

か
、
と
い
う
問
題
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ヒ

γ
ガ
!
と
ベ
ン
サ
ム
の
考
え
を
紹
介

さ
れ
た
。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
定
義
は
何
を
実
在
と
み
る
か
に
か
か
る
が
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
l
と
ベ
ン
サ
ム
は
近
似
し
て
い
る
。
彼
ら
に
よ

れ
ば
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
一
定
の
目
的
の
た
め
に
必
要
な
手
段
で
あ
る
。

そ
れ
は
実
在
か
ら
離
れ
る
が
、
思
惟
に
よ
る
荒
唐
無
稽
の
構
成
物
で
は
な
く
、

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
有
用
で
あ
る
た
め
に
は
現
実
と
一
定
の
関
係
を
も
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
実
在
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と

が
意
識
さ
れ
て
い
る
が
、
嘘
と
は
異
な
り
、
非
難
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
分
類
に
つ
い
て
、
ベ

γ
サ
ム
は
、
①
論
理
学
者
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
と
②
詩
人
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
③
(
広
義
の
)
政
治
上
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
|
|
こ
れ
に
は
さ
ら
に
、
政
治
学
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
聖
職
者
の

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
法
律
上
の
フ
ィ
グ
シ
ョ
ン
と
が
あ
る

l
!の
三

つ

を

考

え
、
③
と
く
に
法
律
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
非
難
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
l
の
分
類
は
明
確
で
な
い
。

つ
い
で
、
氏
は
氏
自
身
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
分
類
を
述
べ
ら
れ
た
。
第
一

は
、
⑧
言
語
学
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ

γ
で
、
こ
れ
に
は
、
一
般
観
念
(
同
色
母
国
-

広

g
c、
総
称
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
(
「
権
利
」
「
権
利
主
体
」
な
ど
)
、
比
命
的

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
第
二
は
、
⑥
認
識
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

報
告
者

こ
れ
は
、
一
定
の
世
界
像
を
つ
く
る
際
に
、
問
題
を
扱
い
や
す
く
す
る
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
前
提
を
置
く
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
自
然
科
学
に
お
い
て
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
質
点
力
学
は
地
球
・
太
陽
等
が
大
き
さ
を
も
た
な
い
点
で
あ

る
と
想
定
し
、
ボ
イ
ル
の
法
則
は
分
子
の
大
き
さ
を
無
視
し
て
い
る
。
文
化

科
学
に
お
い
て
も
、
古
典
経
済
学
は
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
を
前
提
に

し
、
新
古
典
派
経
済
学
は
生
産
・
消
費
に
時
間
が
か
か
ら
な
い
と
想
定
し
、

刑
法
学
は
意
思
の
自
由
を
前
提
に
し
て
い
る
。
第
三
は
、
@
実
践
上
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
、
客
観
的
価
値
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
実
用

的
・
技
術
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
が
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
自
然
法
・
正

義
・
社
会
契
約
や
、
あ
る
い
は
神
が
あ
る
。
後
者
の
例
と
し
て
、
数
学
に
お

け
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
(
点
、
線
、
商
、
円
の
定
義
な
ど
。
ま
た
、
微
分
の
考

え
方
。
)
と
、
法
律
学
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
が
あ
る
。
こ
の
法
律
学
上
の
フ

ィ
ク
シ
ョ

γ
は
、
さ
ら
に
、
論
者
に
よ
っ
て
種
々
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る

(
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
る
法
理
論
上
の
擬
制
、
立
法
者
の
擬
制
、
法
適
用
者
の
擬

制
、
イ
ェ
リ
ン
グ
・
エ
ッ
サ
ー
に
よ
る
歴
史
的
擬
制
と
教
説
的
擬
制
)
。
と
'
こ

ろ
で
、
数
学
上
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
計
算
者
の
価
値
判
断
に
左
右
さ
れ
な

い
答
え
に
達
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
有
用
で
あ
る
の
に
対
し
、
法
律
学
上

の
フ
ィ
チ
ジ
ョ
ン
は
、
解
釈
者
に
よ
っ
て
異
な
る
価
値
判
断
を
法
律
か
ら
導

か
れ
た
よ
う
に
み
せ
、
権
威
を
与
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

そ
れ
は
、
結
論
を
出
し
た
後
に
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
講
演
に
続
き
、
種
々
の
ブ
ィ
ク
シ
ョ

γ
の
具
体
例
、
種
々
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
相
互
関
係
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
説
得
的
機
能
、
法
解
釈
に
お
け

る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
有
用
性
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
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